
東海学院大学短期大学部の設置学科及び教育研究上の目的 
 
 東海学院大学短期大学部は、幼児教育学科を設置しています。 

 

幼児教育学科 
＜ディプロマ・ポリシー＞ 

幼児教育学科は、建学の精神に基づき乳幼児期の子どもの豊かな心と健やかな体の成長・発達

について専門的知識と技能を有し、子どもの成長・発達や子どもを取り巻く社会の変化に主体的

に対応できる実践力をもった人材の養成を目的とする。そのため本学科では、学則で定められた

所定の課程を修め、卒業に必要な条件を満たした上で、次のような目標を達成した者に学位「短

期大学士（教育学）」を授与する。 
（１）子どもの豊かな心と健やかな体の成長・発達を支援する専門的知識・技能を修得し、教育

及び保育の現場で実践することができる。 
（２）子どもに関わる課題に多方面から主体的に向き合い、他者と協働しながら子どもの心に寄

り添ってその成長・発達を支援し、課題の解決に取り組むことができる。 
（３）教育及び保育の現場で主体的に活躍し、社会と連携しながら地域で子どもを育てる活動に

かかわる意欲をもつことができる。 
 

＜カリキュラム・ポリシー＞ 

幼児教育学科は、ディプロマ・ポリシーに掲げる目標を達成するために、教養教育科目、専門

教育科目及び自由科目を体系的に編成し、講義、演習、実習及び実技を適切に組み合わせた授業

科目を開講する。教育内容、教育方法、学修成果の評価については、以下のように方針を定める。 

１．教育内容 

本学科では、幼稚園教諭免許状・保育士資格の取得が可能である。  

（1）教養教育科目は、建学の精神である「国際的視野を備えた創造性と行動力豊かな教養人の育

成」のために幅広い教養の涵養かつ専門教育への導入と位置付ける。 

（2）専門教育科目は、「教育職員免許法施行規則」及び「指定保育士養成施設の指定及び運営の

基準について」に定められている科目を配置し、それに加えて、各自の専門性を身につけ実

践力を育成するための学科独自の科目を配置する。 

(3) 自由科目は、専門教育科目には含まれない内容を盛り込み、学生の主体的・自立的な学びを

期待している。また、幼稚園教諭免許状及び保育士資格以外の資格を取得するために必要な

科目群である。 

（4）卒業後の進路や興味・関心のある内容ごとの履修モデルを提示することによって、学修の道

筋を示す。 

２．教育方法 

 実践力養成のための授業科目を充実し、学生の主体的・能動的な学びを促している。また、オ

フィスアワー等による学習支援と、キャリア形成プログラム等による実体験を通した学びの機会



を提供している。 

３．学修成果の評価 

各科目の評価基準はシラバスに示し、それに沿って評価を行う。また、GPA制度を導入し、自身

の学習成果の推移を明確に把握できるようにする。 

 

＜アドミッション・ポリシー＞ 

幼児教育学科は、建学の精神「国際的視野を備えた創造性と行動力豊かな教養人の育成」に基

づき、教育・保育の課題について実践的な教育を展開してきた。本学科は、次に掲げる知識・技

能や能力、目的意識・意欲等を備えた学生を求める。 

（１）保育者としての学修に必要な基礎学力を有し、保育が子どもの「生きる力の基礎」を育む

ものであることを理解することができる人。 
（２）現代社会が抱える課題に問題意識を持ち、子どもに寄り添ってその成長・発達を援助する

ために必要な学修を積極的に行う意欲を持つことができる人。 
（３）多様な文化や価値観の違いを理解し、自他を尊重する意識を持ちながら、他者と主体的に

コミュニケーションをとり、協働することができる人。 
 


